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(57)【要約】
【課題】本発明は、反射シートの膨張・収縮による輝度
の低下を防止することを目的とする。
【解決手段】液晶表示装置は、ＬＥＤ基板２０とは異な
る熱膨張率の材料からなりＬＥＤ基板２０の複数の発光
ダイオード１８が搭載された面に重ねられる反射シート
３０と、反射シート３０及びＬＥＤ基板２０を貫通して
両者を相互に取り付けるための固定部材３８及び保持部
材４０と、を有し、反射シート３０は、固定部材３８を
通す固定用穴３４と、保持部材４０を通す保持用穴３６
と、複数の発光ダイオード１８をそれぞれ内側に配置す
る複数のＬＥＤ穴３２と、を有し、保持部材４０による
反射シート３０の保持は、固定部材３８による反射シー
ト３０の固定よりも反射シート３０の表面に沿った方向
の移動の自由度が高く、固定用穴３４に近い位置にある
ＬＥＤ穴３２よりも、固定用穴３４から遠い位置にある
ＬＥＤ穴３２が大きい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルのバックライト光源となる複数の発光ダイオードと、
　前記複数の発光ダイオードが搭載されたＬＥＤ基板と、
　前記ＬＥＤ基板とは異なる熱膨張率の材料からなり、前記ＬＥＤ基板の前記複数の発光
ダイオードが搭載された面に重ねられる反射シートと、
　前記反射シート及び前記ＬＥＤ基板を貫通して両者を相互に取り付けるための固定部材
及び保持部材と、
　を有し、
　前記反射シートは、前記固定部材を通す固定用穴と、前記保持部材を通す保持用穴と、
前記複数の発光ダイオードをそれぞれ内側に配置する複数のＬＥＤ穴と、を有し、
　前記保持部材による前記反射シートの保持は、前記固定部材による前記反射シートの固
定よりも、前記反射シートの表面に沿った方向の移動の自由度が高く、
　前記固定用穴に近い位置にある前記ＬＥＤ穴よりも、前記固定用穴から遠い位置にある
前記ＬＥＤ穴が大きいことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記固定用穴は、前記保持用穴よりも、前記反射シートの中心に近い位置にあることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載された液晶表示装置において、
　複数の前記固定用穴が前記反射シートの中央領域に形成され、
　複数の前記保持用穴が前記反射シートの端部領域に形成されていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載された液晶表示装置において、
　前記ＬＥＤ基板は、複数の分割基板に分割され、
　それぞれの前記分割基板に前記固定用穴に連通する第１貫通穴及び前記保持用穴に連通
する第２貫通穴が形成され、
　前記複数の分割基板は、前記第１貫通穴が相互に接近し、前記第２貫通穴が相互に離れ
るように配置されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記固定用穴と前記固定部材との間の隙間は、前記保持用穴と前記保持部材との間の隙
間よりも小さいことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記固定部材は、前記反射シートと前記ＬＥＤ基板を挟み込むように取り付けられ、
　前記保持部材は、前記反射シート及び前記ＬＥＤ基板の間に押圧力を加えないように取
り付けられることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記保持用穴は、前記反射シートの熱膨張する方向に沿って長く延びることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　少なくとも１つの前記ＬＥＤ穴は、前記反射シートの熱膨張する方向に沿って長く延び
ることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のバックライトに、マトリクス状に配置された複数の発光ダイオードを使
用することが知られている（特許文献１）。また、発光ダイオードが搭載された基板の上
には反射シートが載せられ、反射シートに形成された穴に発光ダイオードが配置され、光
が反射シートで反射するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－８７８７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　反射シートは、樹脂で形成されることが多く、熱によって膨張・収縮しやすくなってい
る。そのため、反射シートの穴が発光ダイオードの位置からずれることがあり、その場合
、発光ダイオードが反射シートに隠れてしまい、バックライトの輝度が低下するという問
題があった。これに対して、穴を一律に大きくして反射シートが膨張・収縮しても発光ダ
イオードが隠れないようにすることも考えられるが、そうすると穴が大きいことで反射面
積が小さくなって、バックライトの輝度が低下する。
【０００５】
　本発明は、反射シートの膨張・収縮による輝度の低下を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルのバック
ライト光源となる複数の発光ダイオードと、前記複数の発光ダイオードが搭載されたＬＥ
Ｄ基板と、前記ＬＥＤ基板とは異なる熱膨張率の材料からなり、前記ＬＥＤ基板の前記複
数の発光ダイオードが搭載された面に重ねられる反射シートと、前記反射シート及び前記
ＬＥＤ基板を貫通して両者を相互に取り付けるための固定部材及び保持部材と、を有し、
前記反射シートは、前記固定部材を通す固定用穴と、前記保持部材を通す保持用穴と、前
記複数の発光ダイオードをそれぞれ内側に配置する複数のＬＥＤ穴と、を有し、前記保持
部材による前記反射シートの保持は、前記固定部材による前記反射シートの固定よりも、
前記反射シートの表面に沿った方向の移動の自由度が高く、前記固定用穴に近い位置にあ
る前記ＬＥＤ穴よりも、前記固定用穴から遠い位置にある前記ＬＥＤ穴が大きいことを特
徴とする。本発明によれば、固定用穴に近い位置では、固定部材に近いため、反射シート
が膨張・収縮してもＬＥＤ穴のずれが小さいので、ＬＥＤ穴が小さくても発光ダイオード
がＬＥＤ穴内に収まるようになっている。一方、固定用穴から遠い位置では、固定部材か
ら遠いため、反射シートが膨張・収縮するとＬＥＤ穴のずれが大きくなるが、ＬＥＤ穴が
大きいため発光ダイオードが反射シートに隠れないようになっている。したがって、反射
シートの膨張・収縮による輝度の低下を防止することができる。
【０００７】
　（２）（１）に記載された液晶表示装置において、前記固定用穴は、前記保持用穴より
も、前記反射シートの中心に近い位置にあることを特徴としてもよい。
【０００８】
　（３）（２）に記載された液晶表示装置において、複数の前記固定用穴が前記反射シー
トの中央領域に形成され、複数の前記保持用穴が前記反射シートの端部領域に形成されて
いることを特徴としてもよい。
【０００９】
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　（４）（３）に記載された液晶表示装置において、前記ＬＥＤ基板は、複数の分割基板
に分割され、それぞれの前記分割基板に前記固定用穴に連通する第１貫通穴及び前記保持
用穴に連通する第２貫通穴が形成され、前記複数の分割基板は、前記第１貫通穴が相互に
接近し、前記第２貫通穴が相互に離れるように配置されることを特徴としてもよい。
【００１０】
　（５）（１）から（４）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記固定
用穴と前記固定部材との間の隙間は、前記保持用穴と前記保持部材との間の隙間よりも小
さいことを特徴としてもよい。
【００１１】
　（６）（１）から（５）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記固定
部材は、前記反射シートと前記ＬＥＤ基板を挟み込むように取り付けられ、前記保持部材
は、前記反射シート及び前記ＬＥＤ基板の間に押圧力を加えないように取り付けられるこ
とを特徴としてもよい。
【００１２】
　（７）（１）から（６）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記保持
用穴は、前記反射シートの熱膨張する方向に沿って長く延びることを特徴としてもよい。
【００１３】
　（８）（１）から（７）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、少なくと
も１つの前記ＬＥＤ穴は、前記反射シートの熱膨張する方向に沿って長く延びることを特
徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の拡散板よりも下の構造を示す平面図であ
る。
【図３】本発明の実施形態に係る液晶表示装置のＬＥＤ基板の平面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の反射シートの平面図である。
【図５】本実施形態に係る液晶表示装置の反射シートの変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。図１は、本発明の実施形
態に係る液晶表示装置の断面図である。
【００１６】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０を有する。液晶表示パネル１０の表示面（図１で
上面）とは反対側（図１で下側）には、複数の光学シート１２が配置され、その下には拡
散板１４が配置されている。液晶表示装置は、バックライト１６を有する。液晶表示パネ
ル１０とバックライト１６の間に、光学シート１２と拡散板１４が配置されている。拡散
板１４がバックライト１６に近い側に配置され、光学シート１２が液晶表示パネル１０に
近い側に配置されている。
【００１７】
　図２は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の拡散板１４よりも下の構造を示す平面
図である。液晶表示装置は、液晶表示パネル１０のバックライト光源となる複数の発光ダ
イオード１８を有する。複数の発光ダイオード１８は、二次元的に（例えば複数行複数列
で）配列されている。複数の発光ダイオード１８は、ガラスエポキシ樹脂などからなるＬ
ＥＤ（Light Emitting Diode）基板２０に搭載されている。ＬＥＤ基板２０の下にはフレ
ーム２２が配置されている。ＬＥＤ基板２０は、発光ダイオード１８を搭載するための基
板という意味である。
【００１８】
　図３は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置のＬＥＤ基板２０の平面図である。ＬＥ
Ｄ基板２０は、複数の分割基板２４に分割されている。ＬＥＤ基板２０を構成する分割基
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板２４のそれぞれに、第１貫通穴２６及び第２貫通穴２８が形成されている。複数の分割
基板２４は、第１貫通穴２６が相互に接近し、第２貫通穴２８が相互に離れるように配置
されている。
【００１９】
　図１に示すように、ＬＥＤ基板２０の複数の発光ダイオード１８が搭載された面に反射
シート３０が重ねられている。反射シート３０は、複数の発光ダイオード１８をそれぞれ
内側に配置する複数のＬＥＤ穴３２を有する。ＬＥＤ穴３２の平面形状は、矩形であって
もよいし、円又は楕円であってもよい。ＬＥＤ穴３２は、発光ダイオード１８を通すため
の穴という意味である。
【００２０】
　図４は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の反射シート３０の平面図である。反射
シート３０はＬＥＤ基板２０とは異なる熱膨張率の材料（例えば、ガラスエポキシ樹脂よ
りも熱膨張率の大きいポリエチレンテレフタレート等の樹脂）からなる。したがって、反
射シート３０とＬＥＤ基板２０は、熱によってそれぞれが膨張すると膨張量が異なるため
、相対的な位置がずれるようになっている。
【００２１】
　反射シート３０は固定用穴３４を有し、複数の固定用穴３４が反射シート３０の中央領
域に形成されている。図１に示すように、固定用穴３４に、ＬＥＤ基板２０の上述した第
１貫通穴２６が連通する。反射シート３０は保持用穴３６を有し、複数の保持用穴３６が
反射シート３０の端部領域に形成されている。図１に示すように、保持用穴３６に、ＬＥ
Ｄ基板２０の上述した第２貫通穴２８が連通する。
【００２２】
　図４に示すように、固定用穴３４は、保持用穴３６よりも、反射シート３０の中心に近
い位置にある。固定用穴３４に近い位置にあるＬＥＤ穴３２よりも、固定用穴３４から遠
い位置にあるＬＥＤ穴３２が大きい。例えば、図４において、固定用穴３４に近いＬＥＤ
穴３２ａよりも、固定用穴３４から離れたＬＥＤ穴３２ｂが大きく、さらにＬＥＤ穴３２
ｂよりも固定用穴３４から遠いＬＥＤ穴３２ｃが大きい。
【００２３】
　反射シート３０及びＬＥＤ基板２０（本実施形態ではさらにフレーム２２）は、固定部
材３８及び保持部材４０によって相互に取り付けられている。なお、固定部材３８及び保
持部材４０も、少なくとも反射シート３０と同じ方向を向く面が光を反射する材料及び色
からなる。固定部材３８及び保持部材４０として、ネジやリベットを使用することができ
る。固定部材３８又は保持部材４０は、スナップフィット方式で取り付けてもよい。固定
部材３８及び保持部材４０は、反射シート３０及びＬＥＤ基板２０（本実施形態ではさら
にフレーム２２）を貫通している。固定用穴３４に固定部材３８が通され、保持用穴３６
に保持部材４０が通されている。さらに、フレーム２２は、固定部材３８を通す穴４２と
保持部材４０を通す穴４４を有する。
【００２４】
　固定用穴３４と固定部材３８との間の隙間は、保持用穴３６と保持部材４０との間の隙
間よりも小さい。したがって、保持部材４０による反射シート３０の保持は、固定部材３
８による反射シート３０の固定よりも、反射シート３０の表面に沿った方向の移動の自由
度が高い。また、固定部材３８は、反射シート３０とＬＥＤ基板２０を挟み込むように取
り付けられている。したがって、反射シート３０はＬＥＤ基板２０に対して、離れる方向
に移動しないようになっている。
【００２５】
　一方、保持部材４０は、反射シート３０及びＬＥＤ基板２０の間に押圧力を加えないよ
うに（例えば反射シート３０及びＬＥＤ基板２０が対向する方向に離れることができるよ
うに）取り付けられている。例えば、図１に示すように、保持部材４０は、反射シート３
０側の第１係合部４６と、ＬＥＤ基板２０側（図１の例ではフレーム２２側）の第２係合
部４８との間の間隔が、固定部材３８よりも大きい。
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　本実施形態によれば、固定用穴３４には固定部材３８が通されて反射シート３０が固定
されている。したがって、固定用穴３４に近い位置では、固定部材３８に近いため、反射
シート３０が膨張・収縮してもＬＥＤ穴３２のずれが小さい。そのため、固定用穴３４（
固定部材３８）に近い位置では、ＬＥＤ穴３２が小さくなっているが、反射シート３０が
膨張・収縮してもＬＥＤ穴３２のずれが小さい。ここで、ＬＥＤ穴３２を小さくすること
でＬＥＤ基板２０の露出を減らすことができ、バックライト１６の効率を向上させること
ができる。特に、反射シート３０の中央でバックライト１６の輝度の低下を防止すること
ができる。そして、反射シート３０が膨張・収縮してもＬＥＤ穴３２のずれが小さいので
、発光ダイオード１８がＬＥＤ穴３２内に収まるようになっている。
【００２７】
　一方、固定用穴３４から遠い位置では、反射シート３０が膨張・収縮することに対応し
て、反射シート３０がＬＥＤ基板２０に対して相対的に平行移動できるように、保持部材
４０によって、固定ではなく保持がされている。反射シート３０の、保持部材４０によっ
て保持される部分は、固定部材３８から遠いため、反射シート３０が膨張・収縮するとＬ
ＥＤ穴３２のずれが大きくなる。しかし、ＬＥＤ穴３２が大きくなっているので、発光ダ
イオード１８が反射シート３０に隠れないようになっている。したがって、反射シート３
０の膨張・収縮による輝度の低下を防止することができる。
【００２８】
　図５は、本実施形態に係る液晶表示装置の反射シートの変形例を示す図である。
【００２９】
　本変形例では、保持用穴１３６は、反射シート１３０の熱膨張する方向に沿って長く延
びている。保持用穴１３６の平面形状は、長方形、長穴又は楕円のいずれであってもよい
。保持用穴１３６がこのような形状であるため、保持部材４０（図１参照）と保持用穴１
３６の相対的な移動を可能にするとともに、保持用穴１３６を小さくすることができる。
【００３０】
　本変形例では、少なくとも１つ（図５の例では全て）のＬＥＤ穴１３２が、反射シート
１３０の熱膨張する方向に沿って長く延びている。ＬＥＤ穴１３２の平面形状は、長方形
、長穴又は楕円のいずれであってもよい。ＬＥＤ穴１３２がこのような形状であるため、
発光ダイオード１８（図１参照）が反射シート１３０に隠れることを防止するとともに、
ＬＥＤ穴１３２を小さくすることができる。
【００３１】
　なお、図５に示す例では、固定用穴１３４は、反射シート１３０の熱膨張する方向に沿
って長くなっていないが、これを長くしてもよい。また、固定用穴１３４に近いＬＥＤ穴
２３２が反射シート１３０の熱膨張する方向に沿って長くなっていないが、これを長くし
てもよい。
【００３２】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　液晶表示パネル、１２　光学シート、１４　拡散板、１６　バックライト、１８
　発光ダイオード、２０　ＬＥＤ基板、２２　フレーム、２４　分割基板、２６　第１貫
通穴、２８　第２貫通穴、３０　反射シート、３２　ＬＥＤ穴、３４　固定用穴、３６　
保持用穴、３８　固定部材、４０　保持部材、４２　穴、４４　穴、４６　第１係合部、
４８　第２係合部、１３０　反射シート、１３２　ＬＥＤ穴、１３４　固定用穴、１３６
　保持用穴、２３２　ＬＥＤ穴。
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